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〔諮問・答申事項〕 

第１号 若草幼稚園収容定員（減）に係る園則変更認可 

 

区   分 内     容 

１ 名    称 若草幼稚園 

２ 位    置  弘前市松森町１６７番地 

３ 設 置 者 名 
弘前市松森町１６７番地 

学校法人藤田学園（理事長 笹森 麻野） 

４ 園 長 名  笹森 麻野 

５ 変 更 の 理 由 収容定員と実員との乖離が生じているため、収容定員を減ずるものである。 

６ 変 更 の 時 期 平成２７年４月１日 

７ 収 容 定 員 等 
園 児 変更前 変更後 増 減 

３歳児  20名（1学級）  14名（1学級） △6名（ 0学級） 

４歳児  35名（1学級）  18名（1学級） △17名（ 0学級） 

５歳児  35名（1学級）  18名（1学級） △17名（ 0学級） 

計  90名（3学級）  50名（3学級） △40名（ 0学級） 
 

８ 教職員組織 

職 名 人 数 備考 

園  長  （専任） １名 

教職員組織に変更はない。 
教  頭  （専任） １名 

教  諭  （専任） ２名 

運 転 手    （専任） １名 

計  ５名  
 

 

≪参考≫ 過去５年間の園児数の推移（各年度５月１日現在） 

 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

定 員 数 90名 90名 90名 90名 90名 

園 児 数 20名 26名 25名 27名 25名 

充 足 率 22.2％ 28.9％ 27.8％ 30.0％ 27.8％ 
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〔諮問・答申事項〕 

 第２号 ひまわり幼稚園収容定員（減）に係る園則変更認可 

 

区   分 内     容 

１ 名    称 ひまわり幼稚園 

２ 位    置  五所川原市元町４２番地 

３ 設 置 者 名 
五所川原市元町６番地 

学校法人舘田学園（理事長 舘田 晟） 

４ 園 長 名  舘田 恭子 

５ 変 更 の 理 由 収容定員と実員との乖離が生じているため、収容定員を減ずるものである。 

６ 変 更 の 時 期 平成２７年４月１日 

７ 収 容 定 員 等 
 

園 児 変更前 変更後 増 減 

３歳児 30名（2学級） 15名（1学級） △15名（△1学級） 

４歳児 35名（1学級） 20名（1学級） △15名（ 0学級） 

５歳児 35名（1学級） 25名（1学級） △10名（ 0学級） 

計 100名（4学級） 60名（3学級） △40名（△1学級） 

８ 教職員組織 

職 名 人 数 備考 

園  長  （専任） １名 

教職員組織に変更はない。 
教  頭  （専任） １名 

教  諭  （専任） ３名 

用務員兼運転手（専任） １名 

計  ６名  
 

 

≪参考≫ 過去５年間の園児数の推移（各年度５月１日現在） 

 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

定 員 数 100名 100名 100名 100名 100名 

園 児 数 50名 57名 50名 43名 33名 

充 足 率 50.0％ 57.0％ 50.0％ 43.0％ 33.0％ 
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〔諮問・答申事項〕 

第３号 藤崎幼稚園収容定員（減）に係る園則変更認可 

 

区   分 内     容 

１ 名    称 藤崎幼稚園 

２ 位    置  南津軽郡藤崎町大字藤崎字館岡４９番地４ 

３ 設 置 者 名 
南津軽郡藤崎町大字藤崎字館岡４９番地４ 

学校法人藤崎キリスト教学園（理事長 川上 純平） 

４ 園 長 名  成田 憲一 

５ 変 更 の 理 由 収容定員と実員との乖離が生じているため、収容定員を減ずるものである。 

６ 変 更 の 時 期 平成２７年４月１日 

７ 収 容 定 員 等 
園 児 変更前 変更後 増 減 

３歳児  10名（1学級）  10名（1学級） 0名（ 0学級） 

４歳児  15名（1学級）  10名（1学級） △5名（ 0学級） 

５歳児  15名（1学級）  10名（1学級） △5名（ 0学級） 

計  40名（3学級）  30名（3学級） △10名（ 0学級） 
 

８ 教職員組織 

職 名 人 数 備考 

園  長  （専任） １名 

教職員組織に変更はない。 
教  頭  （専任） １名 

教  諭  （専任） ２名 

補助教員  （兼任） １名 

計  ５名  
 

 

≪参考≫ 過去５年間の園児数の推移（各年度５月１日現在） 

 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

定 員 数 40名 40名 40名 40名 40名 

園 児 数 15名 13名 16名 17名 15名 

充 足 率 37.5％ 32.5％ 40.0％ 42.5％ 37.5％ 
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〔諮問事項〕 

 第４号 青森明の星高等学校普通科及び英語科収容定員（増）に係る学則変更認可 

 

区   分 内     容 

１ 名   称 青森明の星高等学校 

２ 位   置 青森市浪打二丁目６番３２号 

３ 設 置 者 名 
埼玉県さいたま市緑区東浦和六丁目４番地１９ 

学校法人明の星学園（理事長 小野寺 和子） 

４  校 長 名 笹木 正信 

５ 変更の理由 

普通科及び英語科の教育の充実を図るため、入学定員について、普通科を１６名、

英語科を４名、それぞれ増員するものである。 

なお、入学者が減少している音楽科（入学定員２０名）を募集停止とする。 

６ 変更の時期 平成２７年４月１日 

７ 収容定員等 

 

（入学定員） 

学 科 変更前 変更後 増 減 

普通科 114名（3学級） 130名（4学級） 16名（＋1学級） 

英語科 36名（1学級） 40名（1学級） 4名（ 0学級） 

音楽科 20名（1学級） 0名（0学級） △20名（△1学級） 

合 計 170名（5学級） 170名（5学級） 0名（ 0学級） 

 

（総定員） 

学 科 変更前 変更後 増 減 

普通科 342名（ 9学級） 390名（12学級） 48名（＋3学級） 

英語科 108名（ 3学級） 120名（ 3学級） 12名（ 0学級） 

音楽科 60名（ 3学級） 0名（ 0学級） △60名（△3学級） 

合 計 510名（15学級） 510名（15学級） 0名（ 0学級） 

※ 附則において、「上記の規定にかかわらず、音楽科については、2015年 3月 31日に当

該学科に在学する者が当該学科に在籍しなくなるまでの間、存続するものとする」と規

定。 

８ 教職員組織 

 

職 名 変更前 変更後 増 減 

校長    （兼任） １名 １名 ０名 

副校長   （兼任） １名 １名 ０名 

教頭    （兼任） １名 １名 ０名 

教諭     （専任） １９名 ２１名 ＋２名 

教諭     （兼任） １３名 １３名 ０名 
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８ 教職員組織 

 

職 名 変更前 変更後 増 減 

講師     （専任） ６名 ６名 ０名 

講師    （兼任） ２名 ２名 ０名 

養護教諭    （兼任） １名 １名 ０名 

ＡＬＴ   （兼任） １名 １名 ０名 

事務職員  （兼任） ９名 ９名 ０名 

技術職員  （兼任） ７名 ７名 ０名 

校医    （兼任） ２名 ２名 ０名 

学校薬剤師 （兼任） １名 １名 ０名 

計 ６４名 ６６名 ＋２名 
 

９ 校 地 

 

用  途 面  積 所 有 者 

校舎建築部分 4,964㎡ 学校法人明の星学園 

運動場 10,353㎡ 〃 

その他 5,846㎡ 〃 

合  計 21,163㎡  
 

10 校    舎 

 

今回の収容定員変更に伴う教室等の変更はない。 

施  設 面  積 所 有 者 

一般校舎 3,634㎡ 学校法人明の星学園 

 

 

内 

 

訳 

普通教室（21室） 1,524㎡ 〃 

特別教室（20室） 1,473㎡ 〃 

図書室 282㎡ 〃 

職員室 192㎡ 〃 

保健室 37㎡ 〃 

事務室 126㎡ 〃 

体育館 778㎡ 〃 

講堂 2,686㎡ 〃 

その他 4,585㎡ 〃 

合計 11,683㎡  
 

11 
校 具 及 び 

教 具 
校具及び教具に変更はない。 

12 資 金 計 画 今回の収容定員変更に伴う新たな経費は発生しない。 
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青森明の星高等学校の普通科及び英語科の定員増について 

（補足資料） 

 

１ 教育の充実 

（１）普通科 

①理系進学対策 

近年、理系志望者が増加していることなどから、理系進学対策を充実させ、医学部や歯学部を志望

する生徒への対応も行っていく。 

特別進学コースでは、１年次で「化学基礎」の履修を終え（従前は２年次で履修）、従前は必須だっ

た「物理基礎」「生物基礎」について選択制にし、進路志望に合わせて履修科目が選択できるよう柔軟

なカリキュラムとする。 

また、数学についても、「数学Ⅲ」を７単位（従前は６単位）とする。 

これに対応するため、平成２７年度から理科及び数学の教員を各１名ずつ、計２名を増員する。 

②進路指導の強化 

高校１年終了時までに将来の進路を絞り込ませ、生徒個々の進路希望を実現できるよう、進路指導

に関するサポートチーム（担任教諭、進路指導教諭及び関係教科教諭）を編成する。 

 

（２）英語科 

 ①コース別授業の実施 

英語科には次の２つのコースを新設し、専門科目「英語表現」「時事英語」については、コース別に、

それぞれネイティブスピーカーを含む複数教員による授業を実施する。 

・国際教養コース 

  海外大学進学、または本校在学中に１年間の留学を希望する生徒を対象。エッセイライティング

を取り入れたレベルの高い授業やＴＯＥＦＬ対策などを実施。 

・英語総合コース 

  国内大学に進学を希望する生徒、中期留学・修学旅行を希望する生徒を対象。基礎・基本を徹底

させ、英語による文章表現をできるようにする授業などを実施。 

②グローバル教育の充実 

グローバル社会に対応した国際人の育成のため、新たに学校設定科目「グローバルスタディーズ」

を新設する。 

   時事問題及び社会問題等に関する知識の習得と研究についてのディスカッション、プレゼンテーシ

ョン及びディベートを行うこととし、複数のネイティブスピーカーによる指導を基本とする。 
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２ 生徒数の見通し 

（１）男女共学化に伴う関心の高まり 

平成２５年７月の男女共学化移行の公表以降、当校に対する生徒・保護者からの関心は高まってお

り、平成２６年７月３１日に開催されたオープンスクールでは、参加者が前年度よりも約３００名多

い６４０名となった。 

 

（２）生徒募集活動とスクールバス増便 

生徒募集に関しては、学校説明会を積極的に開催するとともに、各中学校との連携を密にしながら、

よりきめ細かな募集活動を行い、入学者の確保に努めていく。 

また、現在２方面（五所川原ルート、野辺地ルート）で運行しているスクールバスについても、平

成２７年度より１台を増便し、青森市内郊外を出発点に比較的交通アクセスの不便な市内南地区を一

巡するコースを設け、通学における利便性向上に努める。 

 

（３）具体的な入学者数の見通し 

上記のことから、少子化等により入学者の確保は依然厳しい環境にあるものの、平成２７年度以降

の生徒数増加は十分に期待できると思料しており、具体的には、平成２７年度の入学者数を１００名、

その後毎年１０名程度の増加を見込んでいる。 
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〔諮問・答申事項〕 

 第５号 八戸工業大学第二高等学校収容定員（減）に係る学則変更認可 

 

区   分 内     容 

１ 名   称 八戸工業大学第二高等学校 

２ 位   置 八戸市大字妙字大開６７番地 

３ 設 置 者 名 
八戸市大字妙字大開８８番地１号 

学校法人八戸工業大学（理事長 栁谷 利通） 

４  校 長 名 阿保 民博 

５ 変更の理由 収容定員と実員との乖離が生じているため、収容定員を減ずるものである。 

６ 変更の時期 平成２７年４月１日 

７ 収容定員等 

 

学 科 変更前 変更後 増 減 

普通科 750名（26学級） 720名（23学級） △30名（△3学級） 

合 計 750名（26学級） 720名（23学級） △30名（△3学級） 
 

８ 教職員組織 

 

今回の収容定員変更に伴う教職員組織の変更はない。 

現在の教職員組織 専任職員５６名、兼任職員１９名 

職 名 人 数 職 名 人 数 

校長    （専任） １名 司書教諭  （専任） １名 

教頭    （専任） １名 実習助手  （専任） １名 

教諭    （専任） ３８名 実習助手  （兼任） ２名 

養護教諭  （専任）  １名 事務職員  （専任） ５名 

講師    （専任）  ７名 技術職員  （専任） １名 

講師    （兼任） １２名 校医    （兼任） ５名 
 

 

 

≪参考１≫ 募集定員 

学 科 ２６年度 ２７年度 増 減 

普通科 250名（8学級） 240名（7学級） △10名（△1学級） 

合 計 250名（8学級） 240名（7学級） △10名（△1学級） 
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≪参考２≫ 過去５年間の在籍生徒数の推移（各年度５月１日現在） 

学科名 収容定員 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

普通科 750名 658名 647名 605名 658名 681名 

合計 750名 658名 647名 605名 658名 681名 

充足率  87.7％ 86.3％ 80.7％ 87.7％ 90.8％ 

 

≪参考３≫ 過去５年間の入学者数の推移（各年度５月１日現在） 

学科名 募集定員 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

普通科 250名 181名 257名 188名 236名 266名 

合計 250名 181名 257名 188名 236名 266名 

充足率  72.4％ 102.8％ 75.2％ 94.4％ 106.4％ 

 

 


